
第１回地域価値ワーキンググループ

新聞社が展開する地域づくり

福島民報社 編集局長 鞍田 炎
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福島民報社

福島県の地方紙（本社＝福島市、従業員数３１０人）

創刊１２８年目（明治２５年８月１日）

本社、郡山本社のほか、県内外に１１支社、１５支局

発行部数２４万８，６９５部、県内最多（2019年４月 日本ABC協会）
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■福島県は３・１１で一変した
２０１１．３．１２ 朝刊１面

２０１１．３．１３ 朝刊１面

２０１１．３．１４ 朝刊１面
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・２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災、原発事故による被害回復

・自然減に加えた避難に伴う人口減少、企業減少

・少子高齢化の加速、過疎化の加速・・・

「地域づくり会社」を社是に

柱の一つが「産業づくり」・・・知的財産活用を推進
※他に「人づくり」「健康づくり」を推進中

課題

■震災後、何をすべきなのか
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■２０１５年度 ふくしま産業賞を創設

・産業・ものづくりの振興
・地域資源の活用

企業活動、農林水産、
六次化、新規産業・・・

先駆的・率先している
企業・団体を表彰

住み続けられる地域づくり

社員の意識向上、
地域での認知度向上
若者の地元就職
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■専門委員会と選考委員会の２段階評価

選考委員会

委員長 蛭田史郎氏（旭化成相談役）・・・いわき市出身

委員 佐藤辰彦氏（創成国際特許事務所会長、元日本弁弁理士会長

・・・福島市出身

小泉武夫氏（東京農大名誉教授）・・・小野町出身

西川和明氏（福島大客員教授、専門委員会座長）

福島県県商工労働部長

福島民報社編集局長

専門委員会・・・共催の県、各種経済団体の代表
福島県、県商工会議所連合会、県商工会連合会、県中小企業団体中央会、
福島経済同友会、県経営者協会連合会、県中小企業家同友会、JAグループ福島、
県森林組合連合会、県森林・林業・緑化協会、県木材協同組合連合会、
県漁業協同組合連合会
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■紙面で受賞企業を盛り上げ
２０１５．１．２２ 第１回紹介

２０１６．２．２０ 第１回表彰式

２０１５．１．２２ 第１回発表

HPでも企業情報を発信中
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第１回表彰式で「世界一の産業県を目指すと宣言



■第３回表彰式（１～３面で連続掲載）

２０１８．２．１７
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■毎年の表彰式で交流会（マッチング）を開催
全受賞社にブース提供 ➔企業同士が即座に商談
➔共同で新商品開発・販売、事業連携へ

第４回表彰式
２０１９年２月９日付

第３回表彰式
２０１８年２月１７日付 第２回表彰式

２０１７年２月５日付
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■産業賞受賞企業を集めシンポジウム、セミナー
➔知財啓発、マッチング促進

受賞企業が集まり、選考委員や企業
代表が知財活用例を交えて意見交換
＝２０１８年７月５日付朝刊１面トップ

２０１７年８月１１日

２０１７年７月 ３日付
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■第１回地域未来けん引企業サミット
（経産省主催）と連携

選ばれた県内５２企業のうち、ふくしま産業賞受賞は１５企業。
サミットでは産業賞ブースを設け、受賞企業の力を紹介

２０１８年４月１５日付
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■企業同士の連携

■会津に完成した商業施設に
受賞企業が続々と出店、販売

２０１８年８月８日付

２０１７年３月２日付
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■受賞企業の連携事業（イベント）
会津地方の受賞企業が合同
イベントを開催（３年目）。
２０１９年から学生部門受賞校も参加
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■受賞企業の情報発信協力

２０１９年５月３１日付

２０１９年６月１５日付
２０１９年６月２２日付

２０１９年は受賞企業に出展を促し日本橋の福島県の
アンテナショップ「ミデッテ」でロングランのフェアを開催
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■金融機関と産業賞の連携
県内８信用金庫、城南信金と連携事業を開始。城南信金が全国２００の信金に
呼び掛け開催している国内最大級のBtoB・Cイベント「よい仕事おこしフェア」
（毎年秋、東京国際フォーラム）で産業賞受賞企業にPRの場を提供

２０１８年９月２０日付２０１７年８月２３日付

２０１７年２月５日付

産
業
賞
表
彰
式
で
城
南
信
金
理
事
長
が
支
援
約
束

２０１９年１０月８日付
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■金融機関との連携
受賞企業でもある福島銀行が他受賞企業を

訪問するバスツアーを開催。応募殺到。
民報社が仲介。県民が受賞企業を知る一助に

２０１７年６月９日付
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■若者のものづくり、知財活用の意識醸成
（高校、大学、専門学校生）

２０１９年
１２月１０日付
朝刊１面トップ

２０１８年度の第４回ふくしま産業賞から高校生以上を対象に
「学生部門」を新設

２０１８年６月１８日付
朝刊１面

２０１９年度の最高賞には
ノーベル化学賞を受賞した
吉野彰氏（旭化成名誉フェ
ロー）からトロフィーが授与
・・２月７日表彰式
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■学生部門（２０１８年度 第４回産業賞で創設）受賞校
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■学生部門

２０１９ｎ

２０１８年度表彰式で受賞学生も
受賞企業に積極的に事業を聞き
コラボできる可能性を探った

２０１９年度に
受賞した学生
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■若者のアイデア活用の意識醸成（小中学生）

２０１９年
９月３日付
朝刊１面トップ

２０１９年度に小中学生まちづくり大賞
（ふくしまジュニアチャレンジ）を新設

地域創生に関する「活動」
「アイデア」（発明、知財含む）
分野で優れた作品を表彰

１３３件の応募

・・２月９日に第１回表彰式
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■まとめ（ふくしま産業賞）

ふくしま産業賞
2015年度に創設。 「挑戦
世界一の産業県ふくしま」を
第１回表彰式で宣言し５年目

企業・学生の生産活動意欲向上
企業や学生と地域（住民）の接点づくり
受賞企業同士の連携事業増加
若者の地元就職機会の創出
企業・若者の知財活用等意識啓発

表彰
交流会（受賞同士マッチング）
セミナー・シンポジウムの開催
受賞企業による販売・PRイベント開催提案・協力
県や金融機関と連携した受賞企業PRイベント提案・協力
紙面・Webによる企業・学生の事業、製品紹介

ふくしま
独自の
地域づくり

実施概要

効果
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■産業賞から派生した知財関連事業・協力
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■日本弁理士会と連携（事業） ・・・第１回知財広め隊セミナーの設営、
運営、集客（２０１７年７月１９日、郡山市）

２０１７年６月７日付 朝刊１面トップ

２０１７年
７月２０日付
３面トップ

セミナーでは想定を超える約２５０人が
集まり、知的財産の有効性を再認識

福島県内の知財
活用の動きがここから加速
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■知財広め隊セミナーの採録で県民に周知

２０１７年８月１７日付 ２ページ P.24



■日本弁理士会と連携・・第４回表彰式でセミナー開催
午前中に弁理士会セミナー、午後に産業賞表彰式を行い
受賞企業、学生への知財啓発を推進

第
５
回
表
彰
式
は
２
月
７
日
に
郡
山
市
で
。

特
許
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部
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来
賓
出
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■特許庁事業（啓発事業を受託） ２０１８年度セミナー３回

２０１８年度 会津若松セミナー２０１８年度 いわきセミナー２０１８年度 郡山セミナー

P.26



■特許庁事業（２０１９年度 ４回のセミナー、ワークショップ
うち２回で弁理士会と連携）

会津若松市での
ワークショップで
弁理士６名が講師
ITと伝統産業がテーマ
＝２０１９年
１１月１２日付

白河市での
ワークショップで
弁理士６名が
講師に。
ものづくりが
テーマ
＝２０１９年
１１月２８日付

P.27



■特許庁事業（２０１９年度、残り２回） 完成間もない南相馬市の
福島ロボットテストフィールドで開催

２０１９年度最終セミナーは今年１月２２日に郡山市で開催。
ノーベル化学賞受賞の吉野彰氏が講演を快諾
「はやぶさ２」に参画した県内企業、大学
のパネル討論も開催。１日で定員に達し、
約５００人規模で開催予定
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■知財関連話題の積極周知（報道）

・ものづくり日本大賞最高賞の
小松技術士事務所の小松所長
は２０１９年度の第５回ふくしま
産業賞「福島民報社賞」（２位）

・経産大臣賞の大七酒造の
太田社長は２０１５年度の
第１回ふくしま産業賞で
知事賞（最高位）を受賞

＝２０１８年１月１６日付 朝刊１面トップ
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■知財関連話題の積極周知（報道）
特許庁が東北で初めてビジネスプロデューサー
派遣事業を２０１９年度、福島県で展開。
有識者委を設置。

県内の知財活用啓発
のため元日本弁理士
会長の佐藤辰彦氏
（福島市出身）に
コラム執筆を依頼。
２０１７年８月から
毎週掲載。１２０回を
越え継続中
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■知財関連の積極周知（報道）

２０１９年８月１５日付 朝刊１面トップ

２０１９年
８月１５日付
朝刊３面

福島支援に特化したワーキング
グループ新設を報道
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元気な産業が数多く頑張っています
ふくしまを見に来てください

ご清聴 ありがとうございました

福島民報社 鞍田 炎
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